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産業洗浄分野のVOC排出量

DIC643 K

　　　環境省では、平成19年５月に工場等の固定発生源からのVOC排出量をまとめた「平成18年度揮発
性有機化合物（VOC）インベントリ」を公表しています。
その中で、工業用洗浄剤の使用に係る業種別・物質別VOC排出量の推計結果（平成12年度、17年度）
が発表されています。工業用洗浄剤の使用による排出量は減っていますが、排出量の多い洗浄剤は
塩化メチレン（ジクロロメタン）、トリクロロエチレンとなっています。本事例集では、塩化メチレン、ト
リクロロエチレンの排出抑制の例を示しています。

産業洗浄の事業所規模と大気排出量

　　　事業者は自らの事業所における洗浄剤の大気排出量がどの程度であるか認識を持つことが重
要です。事業所へのアドバイスの際、産業洗浄工程の見直しと共に、事業所の洗浄剤の大気排出量
の位置づけを示すことが、VOC排出抑制対策への取り組みへの動機付けになっています。以下に金
属製品製造業における塩化メチレン、トリクロロエチレンについての従業者数に対する大気排出量
を示します。従業者数によらず大気排出量の大きな事業所のあることがわかります。なお、大気
排出率（使用量に対する大気排出量）は約80％程度と見込まれています（東京都データに基づく）。

表2　工業用洗浄剤の使用に係る業種別・物質別VOC排出量の推計結果（平成12年度）

表3　工業用洗浄剤の使用に係る業種別・物質別VOC排出量の推計結果（平成17年度）
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（出所：PRTR大気排出量データ、東京都環境確保条例データ）

金属製品製造業（H17年度データ）

○ PRTR事業所（東京都以外 N=160 計2,147t）［120人以下］
△ 東京都（環境確保条例届出事業所 N=22 計125t）

金属製品製造業（H17年度データ）

○ PRTR事業所（東京都以外 N=198 計1,733t）［120人以下］
△ 東京都（環境確保条例届出事業所 N=131 計462t）

図１　塩素系洗浄剤の従業者数に対する大気排出量
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